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平成 23 年度第５回信州大学 FD ショートセミナー 
新学期スタートアップセミナー  Vol.2 
新学期をスムーズにスタートさせよう！ 

 
担当：全学教育機構准教授 松岡幸司 

（高等教育研究センター兼任） 
maulwurf@shinshu-u.ac.jp 

 
 今年度後期最初の FD セミナーも，「新学期スタートアップセミナー」として，学期の開

始時に留意すべき点をテーマとした 4 月の同セミナーとは視点を変えての開催となります。 
 前期までの経験を踏まえ，学期開始時の留意点を確認しつつ，前期の授業が進んでいく

うちに浮上してきた問題点を振返りながら，後期授業をスムーズにスタートさせる方法に

ついて考えます。  
 10 月着任の新任教員の方々は，最初の授業あるいは始まって数回の授業で，どのように

軌道に乗せていけばよいのか，と，頭を悩ませていませんか？ 
本セミナーでは，上記のような点について，授業実践の取り組み方やいくつかのティ

ップスについて実践例を紹介しながら参加者のみなさんと一緒に考えていきたいと思

います。 
 
コンテンツ 
Ⅰ．導入・概説：FD とは何か？ 
 
Ⅱ．現状：学生は不安 
 
Ⅲ．初回授業時の留意点 

- 初回授業の前に 
- 学生に伝えるべきこと 
- 学生との約束事の確認 
- 配布プリント 

 
Ⅳ．授業運営：軌道に乗せるには？ 
 
Ⅴ．まとめ：質疑応答 

 
本日の内容は，後日「高等教育コンソーシアム信州」のサイトにアップされます． 

⇒ http://www.c-snet.jp/  → 「第 25 回 K3茶論」のコンテンツ
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Ⅰ．導入・概説：FD とは何か？ 
1) FD とは？ 

FD（Faculty Development）： 
・大学の教員の仕事＝「研究」・「教育」・「大学運営」⇒ これらが職務 
 -「研究に関する            」 
  ⇒研究者としての資質向上 
   
 -「教育に関する            」 
  ⇒教育者としての資質向上＝主に FD と呼ばれている部分 
 
 -「大学運営に関する            」 
  ⇒大学運営を行う上での資質向上 

 
Ⅱ．現状：学生は不安 
1) 学生は不安：08 年度信州大学共通教育に関するアンケート集計結果から 

・入学後，授業を受けるにあたり不安を感じたことがありましたか？ 
 ⇒ あった+少しあった =         ％ 
・不安の内容は？ 
 ⇒ 大学での授業の受け方 = 139/516 人（       ％） 
 

2) 学び方の変化 
・高校まで： 
 
 
・大学に入ってから： 
 
 
 これは，初年次に限ったことではない． 
  → 共通教育から専門課程に進級する際にも，同じようなことが言える 
↓ 
・大学（初年次/専門課程）で学ぶにあたって 
 ⇒ 学生は，学び始める前に学び方を学ぶ必要がある！ 
 ＝ 教員は，                                       
 

3) 生徒と学生 
・生徒： 
・学生： 
⇒ 
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Ⅲ．初回授業時の留意点 
1) 初回授業の前に 

・コンテンツ： 
 - オリエンテーション： 
  シラバスの説明： 
  補足： 
 - 配布物： 
  何を学生に持たせたいか？ 
 - 約束事： 
 

2) 学生に伝えるべきこと 
・シラバスの内容 

 - 履修にあたって望むこと 
 - 出欠席 
 - 成績評価の方法 
 - その他 

・シラバスに書かれていないこと 
 - 授業の形式・スタイル・流れ 
 - 単位とは？ 

・その他 
 
3) 学生との約束事の確認 

・授業における約束事 
- 受講にあたっての注意事項 
- 成績評価について 
- オフィスアワーやメール連絡について 

・しっかりと確認しておきたいこと 
 ⇒  
 

4) 配布プリント 
提案： 
・初回授業において学生に伝えておきたいことは， 
・履修についての心構えと成績評価の方法について 
 

5) 授業の流れ 
・毎回の授業の流れ： 
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Ⅳ．授業運営：軌道に乗せるには？ 
1) 初回の授業において 

・教員だけでなく，実は学生も緊張 
・対話（双方向性）を意識してみる 
 - レスポンスカードの活用（← 出欠席管理にも使える） 
 

2) 授業のスタイル 
・教員と学生の共通認識 
 

3) 授業のサイクル 
・「導入～まとめ」までの流れ⇒ 
 - 接続＝導入： 
 - メインテーマとサブテーマ： 
 - 確認： 
 - 接続＝次回に向けて： 
 - 授業外学習の指示： 
・配布プリントの活用 
・メリハリ：コンテンツ，個人/グループ作業 

 
4) 学生の意識化 

・当該授業の「位置」：  
・授業科目 
・授業日のテーマ 
・授業の各コンテンツ 

 
 
Ⅴ．まとめ：質疑応答 
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参考資料 1：初回授業時の配布プリント例 
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参考資料 2：簡易教案例 
授業日：10 月 18 日 
配布プリント 
・ 練習プリント（教科書別冊問題集 p.40 練習問題 2） 

授業内容（流れ・テーマ・確認） 
1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

導入：小テスト「分離動詞」＆解説（解説の際は，隣りと答案を交換する ⇒ 回収） 

メインテーマ：分離動詞の確認 ⇒ 話法の助動詞の語順（könnenを例に） 「枠構造」の確認 

例題で確認＆解説：教科書 p.31 例題 2 

練習＆解説：教科書 p.33 練習問題 2 

まとめ：今日の確認と次回へのつながり（自習と宿題の指示） 

宿題・予復習 
・ 

・ 

宿題：練習プリント p.40 練習問題 2 ⇒次回授業時の冒頭に答え合わせ 

「枠構造」について復習しておく．教科書 p.32 を読んでおく． 

注意事項・授業後のコメント 
 思ったより「枠構造」に対する理解が浅かった．．．解説プリントを eAlps へアップ 

⇒ 次回，要確認！ 

 
 

今日の情報：ドイツのレストランでは...


